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〜
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小倉　太郎
Taro Ogura

小
倉
　
太
郎

昭
和
四
十
一
年
十
一
月
二
十
一
日
生

　
思
い
起
こ
せ
ば
、
書
の
道
を
志
し
筑
波
大
学

芸
術
専
門
学
群
に
入
学
し
ま
し
た
の
が
昭
和
六

十
年
、
恐
ら
く
こ
の
年
に
書
索
展
が
産
声
を
あ

げ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
爾
来
、
同
じ
書

の
道
を
歩
ま
れ
る
先
輩
方
の
作
品
を
、
憧
れ
を

抱
き
な
が
ら
拝
見
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
三
十
年
の
長
き
歴
史
を
有
す
る
書
索

展
の
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
い
た
だ
き
、
第
三
十

一
回
書
索
展
に
出
品
で
き
ま
す
こ
と
は
、
誇
り

と
同
時
に
大
き
な
責
任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
伝
統

を
汚
さ
ぬ
よ
う
、
精
進
を
重
ね
て
ま
い
る
所
存

で
す
。
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

虎
渓
山
前
漢
簡
（
３
５
×
１
３
５
）

駱
臨
海
詩
（
７
０
×
１
８
０
×
２
）
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河内　君平
Kunpei Kawachi

谷口　成孝
Shigetaka Taniguchi

河
内
　
君
平

昭
和
三
十
三
年
九
月
十
日
生

②　

①

　
本
展
は
、
こ
れ
ま
で
東
京
教
育
大
で
今
井
凌
雪
先
生
に
ご
指
導

賜
っ
た
先
輩
方
が
、
三
十
年
間
に
わ
た
っ
て
真
剣
に
現
代
の
「
書
」

を
模
索
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。私
は
筑
波
大
出
身
な
の
で
二
十
四
回

展
か
ら
加
え
て
い
た
だ
き
、新
米
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
古
参
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
（
笑
）。「
今
、
書
は
大
変
盛
ん
で
あ
る
と
い

う
。
し
か
し
、
期
待
さ
れ
て
い
る
程
の
存
在
感
が
な
い
。
つ
ま
り
、

現
代
に
お
け
る
未
開
拓
の
分
野
で
あ
る
。（
今
井
凌
雪
・
第
五
回
展

前
言
）」
ー
先
生
の
遺
志
と
諸
先
輩
の
精
神
を
継
承
し
つ
つ
、
心
機

一
転
、書
を
模
索
す
る
場
と
し
て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

①
「
高
青
邱
子
」
屏
風
（
縦
68
cm
×
横
95
cm
×
２
）

　
一
九
九
五
年
端
午
作

　
出
典
：
森
　
外
訳
詩
「
青
邱
子
」（
明
治
二
十
三
年
・
二
十
三
歳
）

　
釈
文
：
青
邱
が
身
は
　
い
や
ゝ
せ
に
　
痩
せ
た
れ
ど
も
、其
昔
　

　
五
雲
閣
下
に
す
ま
ひ
け
む
　
清
き
姿
ぞ
し
の
ば
る

（ゝ
以
下
省
略
）

②
「
江
城
」
額
（
縦
53
cm
×
横
228
cm
）　
二
〇
一
六
年
作

　
出
典
：
李
白
詩
・
秋
登
宣
城
謝
　
北
樓
／
釈
文
：
江
城
如
畫
裏
、

　
山
暁
望
晴
空
。
兩
水
夾
明
鏡
、
雙
橋
落
彩
虹
。
人
煙
寒
橘
柚
、
秋

　
色
老
梧
桐
。
誰
念
北
樓
上
、
臨
風
懷
謝
公
。

③
「
我
事
に
お
い
て
後
悔
せ
ず
」
軸
（
縦
224
cm
×
横
73.5
cm
）　

　
二
〇
一
四
年
夏
至
作

　
出
典
：
宮
本
武
蔵
『
五
輪
書
』
獨
行
道
之
語

谷
口
　
成
孝

昭
和
五
十
四
年
五
月
二
十
七
日
生

　
こ
の
度
、
書
索
展
の
メ
ン
バ
ー
に
加

え
て
い
た
だ
き
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
と
と
も
に
、
貴
重
な
勉
強
の
場
を
与

え
て
い
た
だ
き
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　「 

舟
出 

」
は
古
筆
の
持
つ
連
綿
美
を

大
字
に
盛
り
込
め
た
ら
と
の
思
い
で
書

き
ま
し
た
。

「 

西
行
歌
・
二
首 

」
は
小
さ
い
紙
面
で

の
懐
の
広
さ
を
少
し
で
も
感
じ
ら
れ
る

も
の
が
出
来
れ
ば
と
願
い
つ
つ
。

「 

放
哉
の
句 

」
は
ジ
リ
ジ
リ
と
紙
に
気

を
込
め
る
思
い
と
放
つ
事
と
の
中
で
挑

ん
だ
試
作
で
す
。

　
会
期
初
日
、
偶
然
に
も
新
た
に
歳
を

重
ね
る
こ
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
感
謝

の
思
い
を
忘
れ
る
事
な
く
、
精
進
を
重

ね
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

過
ぐ
る
春 

潮
の
み
つ
よ
り 

舟
出
し
て 

波
の
花
を
や 

先
に
立
つ
ら
ん

木
の
本
に 

旅
寝
を
す
れ
ば 

吉
野
山 

花
の
ふ
す
ま
を 

着
す
る
春
風
（
西
行
）

舟出 （１８０×6０）

西行歌・二首 （１６×１７・３２）

折
り
て
た
だ

し
を
れ
ば
よ
し
や

我
が
袖
も

萩
の
下
枝
の

露
に
よ
そ
へ
て

つ
ら
く
と
も

あ
は
ず
は
何
の

な
ら
ひ
に
か

身
の
程
知
ら
ず

人
を
う
ら
み
む
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中村　伸夫
Nobuo  Nakamura

中村　博子
Hiroko  Nakamura

中
村
　
博
子

昭
和
二
十
九
年
八
月
七
日
生

　
書
索
展
は
昨
年
の
三
十
回
で
ひ
と
区
切
り
を
つ
け
、今
回
か
ら
メ
ン
バ
ー
が
入
れ

替
わ
っ
て
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。一
回
展
を
開
催
す
る
時
に
恩
師
の
今

井
凌
雪
先
生
か
ら
「
長
く
続
け
な
さ
い
。」
と
い
う
助
言
を
受
け
ま
し
た
が
、
紆
余

曲
折
し
な
が
ら
も
今
回
の
三
十
一
回
展
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
ゆ
く
の
か
、
私
も
楽
し
み
で
す
。

　
自
分
に
磨
き
を
か
け
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
ゆ
く
所
存
で
す
。こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

島
村
藤
村
の
文
（
６
８
×
１
３
６
）

中
村
　
伸
夫

昭
和
三
十
年
一
月
二
十
七
日
生

臨
祝
允
明
〈
前
後
赤
壁
賦
巻
〉
一
節
（
１
３
５
×
３
５
）

　
今
か
ら
三
十
年
ほ
ど
前
、
第
一
回
書
索
展
の
開
催
に
際
し
て
、
故
今
井
凌
雪
先
生

か
ら
、
こ
の
展
覧
会
の
参
加
者
に
対
す
る
期
待
の
一
文
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
一
文

の
主
旨
は
、
公
募
展
が
盛
ん
な
こ
と
は
よ
し
と
し
て
、
社
会
全
体
の
中
で
確
た
る
存

在
が
担
え
る
も
の
と
し
て
の
書
、
そ
の
よ
う
な
新
し
い
書
の
姿
、
存
在
感
と
い
う
も

の
を
、
み
ん
な
の
努
力
で
作
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
先

生
か
ら
提
示
さ
れ
た
大
き
な
課
題
に
対
す
る
答
え
を
、こ
の
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
展
が

出
せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。先
生
か
ら
の
課
題
に
つ
な
が
る
小
さ
な
こ
と
と
し

て
、
私
達
に
で
き
る
の
は
、
参
加
メ
ン
バ
ー
が
大
き
く
入
れ
替
わ
っ
た
今
回
の
第
三

十
一
回
展
か
ら
も
、
メ
ン
バ
ー
一
人
一
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
な
り
の
考
え
方
を
大
切
に

し
、
個
々
の
資
質
と
方
法
を
最
大
限
に
活
か
し
て
、
自
由
奔
放
に
制
作
活
動
を
続
け

て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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橋本　玉塵
Gyokujin Hashimoto

橋本　貴朗
Takaaki Hashimoto

　
平
成
二
十
七
年
、
巻
筆
の
製
法
を
唯
一
、
今
に
伝
え
る
攀
桂
堂
（
滋
賀
県
高
島
市
）
が
創
業
四
百
年

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
筆
の
源
流 

巻
筆
の
世
界
―
攀
桂
堂
雲
平
筆
四
百

年
―
』
に
は
、
佐
野
光
一
先
生
　
の
「
筆
」
を
詠
み
込
ん
だ
歌
・
百
首
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
「
筆
百
首
」

も
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
掲
載
は
、
そ
の
う
ち
の
三
首
で
す
。

① 

手
習
の
た
ゞ
一
筆
も 

書
き
添
へ
ば 

い
か
で
待
ち
見
る 

か
ひ
も
あ
り
な
ん
　
　 

後
水
尾
院

② 

我
も
又 

手
に
と
る
ふ
で
の 

す
み
だ
河 

そ
め
て
あ
だ
な
る 

名
や
な
が
す
べ
き
　
烏
丸
光
広

③ 

む
か
し
今
の 

人
の
こ
と
葉
の 

花
紅
葉 

ふ
で
の
林
の 

上
に
こ
そ
み
れ
　     

　 

荷
田
春
満

筆
は
も
ち
ろ
ん
雲
平
筆
で
、
と
励
み
ま
し
た
が
、
い
か
ん
せ
ん
筆
に
腕
が
追
い
付
か
ず
…
。

　
改
め
ま
し
て
、
今
回
よ
り
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
御
覧
の
通
り
の
未

熟
者
で
す
が
、
精
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
御
教
導
の
ほ
ど
、
謹
ん
で
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

③ 

荷
田
春
満
の
歌
（
３
３
・
５
×
２
４
・
５
）

橋
本
　
玉
塵

昭
和
三
十
三
年
六
月
八
日
生

①宋之問詩（１７５×６９）

　
昨
年
の
夏
、
中
村
代
表
か
ら
書
索
展
へ
の
出
品
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
本
展
に
は
第
二
十
三
回
展
に
招
待
出
品

者
と
し
て
一
度
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
八
年
が
経
過
、
書
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
た
気
が

し
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
期
間
に
制
作
し
た
殊
の
外
思
い
入
れ
の
あ
る
旧
作
四
点
（
う
ち
二
点
は
未
発
表
）
と
新

作
一
点
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

　
何
卒
御
高
覧
、
御
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
①
第
三
十
回
読
売
書
法
展
出
品
。
展
覧
会
場
で
偶
然
中
村
代
表
に
会
い
、
温
か
い
御
批
評
を
頂
戴
し
た
作
。

　
　
②
一
昨
年
父
が
他
界
、
そ
の
直
後
二
点
書
し
た
う
ち
の
一
つ
。

　
　
③
亡
父
の
一
周
忌
に
あ
た
り
書
し
た
三
点
の
う
ち
の
一
つ
。

　
　
④
昨
年
、
師
匠
樽
本
先
生
が
最
後
の
日
展
審
査
員
に
な
り
出
品
し
た
作
。（
結
果
は
残
念
な
が
ら
落
選
）

　
　
⑤
新
作
は
陳
淳
・
行
草
書
山
居
雑
賦
巻
（
上
海
博
物
館
蔵
）
を
原
寸
で
臨
書
。

橋
本
　
貴
朗

昭
和
五
十
年
十
二
月
十
六
日
生

②立つ鳥跡を濁さず
　　　　　（１３７×３５）

③長相思（１３８×３４）④菜根譚一条
　　　　（２０２×６０）

① 

後
水
尾
院
の
歌
（
１
３
７
×
３
５
）

② 

烏
丸
光
広
の
歌
（
３
３
・
５
×
２
４
・
５
）
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● 

書
索
展
に
関
す
る
連
絡
先 

　
●

中 

村
　
博 

子
　

〒
305-

0031  

茨
城
県
つ
く
ば
市
吾
妻
四
ー
一
二
ー
一
〇

電    

話
　
〇
二
九
八
ー
五
八
ー
二
一
八
五

松本　淳子
Junko  Matsumoto

松
本
　
淳
子

昭
和
二
十
六
年
九
月
十
二
日
生

鯨　（１５０×５３）

小
笠
原
の
大
海
原
で
観
た
、

鯨
の
優
雅
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。

ひ
ら
り

ひ
ら
り
と
、

　尾
び
れ
を
返
す
。


